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２㹃２２ 

大学・公的研究機関における情報⟶理の状ἣ 

㸦༤ኈேᮦデータ࣋ース構築のための基♏調査） 

 
㰻⸨⤒ྐ㸦文部科学┬ 科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ） 

 

�� ኱Ꮫ࣭බⓗ◊✲ᶵ㛵ࡿࡅ࠾࡟᝟ሗ⟶⌮ㄪᰝࡢ⫼ᬒ 
文部科学┬・科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤでは「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策における『ᨻ策のための科学』」

のデータ・情報基┙の一環として、༤ኈ課⛬ಟ஢者の状ἣᢕᥱࢩステ࣒である༤ኈேᮦデータ࣋ースの

構築を計画している。本ㅮ₇では、༤ኈேᮦデータ࣋ース構築の基♏調査として行ったᅜ内の大学・公

的研究機関に対する情報⟶理の調査結果を⤂௓する。 
༤ኈேᮦデータ࣋ースを新つ構築するにᙜたって、情報連ᦠを行う大学・公的研究機関等の情報⟶理

のᐇ情をᢕᥱしていることは重要である。このため、文部科学┬ 科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤでは༤ኈேᮦデ

ータ࣋ース構築に関するጤク事業を通じて、2011 年 12 ᭶よりᅜ内の 1,575 の研究機関に対して、「研

究ேᮦ・学生・研究費の情報⟶理に関する調査」をᐇ᪋した。本報告においては、調査の流れおよࡧ調

査結果のᴫ要を♧す。 
 

�� ◊✲ேᮦ࣭Ꮫ⏕࣭◊✲㈝ࡢ᝟ሗ⟶⌮࡟㛵ࡿࡍㄪᰝࡢᴫせ 
2011 年 12 ᭶ 9 日より、研究機関の本部のே事部門に調査౫㢗を㒑㏦した。調査対象となった研究機

関は調査౫㢗に♧している URL にアクセスし、Microsoft の Excel ᙧᘧの㉁ၥ⚊をࢲウンロードして㡬

くᙧᘧでᐇ᪋した。調査⚊をᙜึの⥾めษりは 2012 年 1 ᭶ 23 日としていたが、調査対象である研究

機関からのᘏᮇの要望やᅇ⟅のエラーಟ正にᛂじて、ಶ別に 2012 年 3 ᭶までᅇ཰ᮇ間をᘏࡤして対ᛂ

した。 
調査内容は大別して、 

[1] 研究者㸦ᩍဨ）・࣏ストドクターの情報⟶理 
[2] 学生・༞業生に関する情報⟶理 
[3] ேᮦに関する⤫計・データ࣋ースに関すること 
[4] 研究費・㈈務ㅖ⾲に関すること 

の 4 種㢮の情報⟶理のᐇ態や意見についてᑜࡡた。大学においては、大学の本部ே事部門でᅇ⟅できな

い内容については、一㝵ᒙୗの研究科や㈈務・⤒理部門にᑜࡡてもらった。ྛ担ᙜ部⨫、担ᙜ者の連⤡

ඛをグ㍕の上、調査用の࣓ールアドレスに対してῧ௜࢓ࣇイルのᙧで㏦௜して㡬くことでᅇ཰を行った。

調査の流れはᅗ⾲ 1 の通りである。 
 

ᅗ⾲ 1㸸研究ேᮦ・学生・研究費の情報⟶理に関する調査の流れ 

文㒊⛉Ꮫ┬
⛉Ꮫᢏ⾡ᨻ⟇◊✲ᡤ

大Ꮫ・බ的◊✲ᶵ㛵

ᮏ㒊の
人஦㒊㛛

୍㝵ᒙ下の
下位組織

䛆1䛇調ᰝ౫㢗（㒑㏦物）

䛆3 䛇調ᰝ⚊䜈のグ入
（ᚲせにᛂじて情報཰㞟やグ入౫㢗）

調ᰝ⏝䜴䜵ブ䝃イト

KWWS���ZZZ�QLVWHS�JR�MS�VXUYH\�VVS�GU�

転㏦⏝▷⦰䜰ドレス

h t t p : / / w w w . n i s t e p . g o . j p / d r 䛆2䛇E x c e l ᙧᘧの調ᰝ⚊を
䝎䜴ン䝻ード

䛆4䛇調ᰝ⚊フ䜯イルのᥦ出
調ᰝ⏝メール䜰ドレス

j i n z a i @ n i s t e p . g o . j p

㈈ົ・⤒⌮㒊㛛
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調査対象とした 1,575 機関のうࡕ 1,285 機関から調査ᅇ⟅が得られた。㸦ᅇ཰⋡ 81.6%）機関種別の

ᅇ⟅状ἣはᅗ⾲ 2 に♧している。大学のᅇ཰⋡は 88.2%であり、ᅜ❧大学法ே、公❧大学におけるᅇ཰

⋡は 100%となっている。これは、༤ኈேᮦデータ࣋ースの構築の連ᦠඛとして重要なᅜ公❧大学に対

して、ධ念に╩ಁを行ったためでもある。⚾❧大学に関しても༤ኈ課⛬を持つ大学に関してはධ念な╩

ಁを行った。なお、ᅜ❧ヨ験研究機関においては、ᐁ庁と一య化して公務ဨに関するே事が行ࢃれてい

る。このため、ேᮦに関する情報⟶理の調査࡬のᅇ⟅がᅔ㞴であることが一因となり、ᅇ཰⋡が低くな

っていると考えられる。 
ᅗ⾲ 2㸸研究ேᮦ・学生・研究費の情報⟶理に関する調査のᅇ཰状ἣ 

㏦௜数 回཰数 回཰率

1,575 1,285 81.6%
774 683 88.2%

86 86 100.0%
81 81 100.0%

603 512 84.9%
4 4 100.0%

372 266 71.5%
31 29 93.5%
28 10 35.7%

313 227 72.5%
372 281 75.5%
57 55 96.5%

　全ᶵ㛵

　　　　▷ᮇ大Ꮫ
බタヨ㦂場

　　　　㧗等ᑓ㛛Ꮫᰯ

大Ꮫ
ᅜ❧大Ꮫἲ人
බ❧大Ꮫ
⚾❧大Ꮫ
大Ꮫ共ྠ利⏝ᶵ㛵

බ的◊✲ᶵ㛵
◊✲㛤Ⓨἲ人
ᅜ❧ヨ㦂◊✲ᶵ㛵

 
 

�� ༤ኈㄢ⛬Ꮫ⏕࡟㛵ࡿࡍ᝟ሗ⟶⌮࡚࠸ࡘ࡟ 
「研究ேᮦ・学生・研究費の情報⟶理に関する調査」の調査内容の一つとして、大学の本部からᢕᥱ

可能な情報項目をୗグの 5 つの㑅ᢥ⫥にてᑜࡡた。 
 

a㸸࡛ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡝ࢇ࡜࡯ᢕᥱࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᢕᥱ⋡ 95%௨ୖ㸧 

c㸸ࡢ࡚ࡋ࡜ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᢕᥱ⋡ࡣ 50%ᮍ‶࡛ࡿ࠶㸦ᢕᥱ⋡ 1%㹼50%㸧 

e㸸᝟ሗ཰㞟࣭ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㡯┠ࠊࡎࡽ࠾࡚ࡗ࡞࡜ᢕᥱ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

b㸸㐣༙ᩘ࡛ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢆᢕᥱࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᢕᥱ⋡ 50%㹼95%㸧 

d㸸୍㒊ᢕᥱࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᢕᥱ⋡ࡀ≉ᐃ࡛࠸࡞ࡁ 

 
 

なお、「データ࣋ースで⟶理している」とは、ಶே༢఩の情報が一ぴできる状態を指している。研究機

関における情報⟶理のᴫἣを♧すために、上グ 5 つの㑅ᢥ⫥に対して「a㸸3 Ⅼ」「b㸸2 Ⅼ」「c およࡧ d㸸
1 Ⅼ」「e には 0 Ⅼ」を௜与して集計を行った。また、5000 ே௨上の༤ኈ課⛬ᅾ⡠がいる機関と༤ኈ課

⛬ᅾ⡠者がᩘྡしかいない機関を同じ 1 機関として集計をすると、༤ኈ課⛬学生のഃから見た情報⟶理

のᐇ態を⾲さない。このため、༤ኈ課⛬ᅾ⡠者ᩘで機関のᅇ⟅をウ࢙イトづけして、༤ኈ課⛬学生に関

する情報⟶理の状ἣを♧したのがᅗ⾲ 3 である。 
 

ᅗ⾲ 3㸸༤ኈ課⛬学生のᅾ⡠時の情報ᢕᥱ㸦༤ኈ課⛬学生によるຍ重ᖹᆒ） 
機関区分 機関区分

氏名 2.94 2.99 2.64 2.82 2.55 2.62 1.96 2.46

性別 2.93 2.99 2.61 2.81 2.04 1.96 1.97 2.29

国籍 2.75 2.87 2.14 2.49 0.04 0.01 0.00 0.13

生年月日 2.93 2.99 2.64 2.82 0.35 0.28 0.35 0.56

2.02 1.90 1.70 2.45 0.86 0.78 0.57 1.16

2.93 2.99 2.64 2.81 1.67 1.70 1.28 1.65

学部・学科 2.78 2.87 1.98 2.71 0.14 0.08 0.09 0.34

ૌݦ 2.92 2.98 2.54 2.82 電話番号 2.58 2.53 2.47 2.77

2.93 2.99 2.64 2.81
機関内のメールア
ドレス

1.77 1.65 1.72 2.13

2.17 2.22 1.44 2.16

学生のᐯࠁဎԓに
ợるメールアドレス
（ൟ᧓プロἢイἒử
ԃớ）

1.32 1.42 1.08 1.04

2.37 2.33 2.48 2.45
機関のドメイン内の
個人のウェブサイト

0.04 0.02 0.04 0.10

ᴾ大学全体
【N=ᵑ4ᾆ】 うち国立大学

【N=75】
うち公立大学

【N=42】
うち私立大学
【N=2ᵑᵎ】

ᴾ大学全体
【N=ᵑ4ᾆ】

プロフィール 成ጚ

所属Ἆἱ・ਦݰ૙Ճ

所属学会

研究分野

うち国立大学
【N=75】

うち公立大学
【N=42】

うち私立大学
【N=2ᵑᵎ】

個別情報 個別情報

所属情報 学術論文
（Ҧٟ論文・修ٟ論文・学ٟ（卒
業）論文ỊᨊẨộẴẇ）

連絡先

学籍番号

日ஜ学生ૅੲ機ನ（ᵨᵟᵱᵱᵭ）の
学金情報ڜ

修情報ޗ

学歴（学部生の場ӳỊЈ៲᭗ఄ）
日ஜ学術ਰᐻ会（ᵨᵱᵮᵱ）のཎ別
研究Ճ（Dᵡ）の情報

λ学年ࡇ
学位論文
（Ҧٟ論文・修ٟ論文・学ٟ（卒
業）論文）

 



― 550―

ᅗ⾲ 3 によれ࡯、ࡤとࢇどの大学本部においてẶྡ、性別、ᅜ⡠、生年᭶日といったプロࣇィール情

報およࡧ学⡠␒ྕはデータ࣋ースとしての情報ᢕᥱができている。1 また、大学本部で༤ኈ課⛬学生の

㟁ヰ␒ྕはᢕᥱしている๭合が高い。その一方で、大学本部で機関内およࡧ学生の自ᕫ⏦告による࣓ー

ルアドレスはᢕᥱしている๭合が低い。このため、大学本部から༤ኈ課⛬学生に一ᣓして連⤡を行うこ

とはᅔ㞴である。༤ኈ課⛬学生に࣓ールにて連⤡するためには、少なくとも研究科࡬の↷会がᚲ要とな

ることが分かる。 
ᅗ⾲ 4 は༤ኈ課⛬ಟ஢時の情報ᢕᥱについて、ᅗ⾲ 3 と同様のᙧᘧでᩘ㔞化したものである。ಟ஢時

においてはẶྡに関する情報ᢕᥱがᅗ⾲ 3 のᩘ್よりも低くなっている。大学本部におけるデータ࣋ー

スでのᢕᥱはᅾ⡠者のストック情報に関してのࡳ行っており、༞業者・ಟ஢者のࣇロー情報に関しては

行っていない大学がある⛬ᗘあることが分かる。 
ᅗ⾲ 4 によると、㐍学情報・ᑵ職情報に関しても大学本部におけるデータ࣋ースでの⟶理を行ってい

ないケースが多い。大学は㐍学情報・ᑵ職情報を集計して、学ᰯ基本調査の༞業ᚋの㐍㊰に対するᅇ⟅

を行うが、大学本部での一ඖ化した情報⟶理・データ࣋ース化を行っていないケースが一⯡的であるこ

とが分かる。また、༞業・ಟ஢ᚋに連⤡がとれるような㟁ヰ␒ྕ、࣓ールアドレスは多くの大学本部が

データ࣋ース化していない。大学本部から༞業・ಟ஢した学生に対して連⤡をすることはᅔ㞴であるこ

とが分かる。 
 

ᅗ⾲ 4㸸༤ኈ課⛬学生のಟ஢時の情報ᢕᥱ㸦༤ኈ課⛬学生によるຍ重ᖹᆒ） 
機関区分 機関区分

2.77 2.69 2.67 2.89 職先機関名ᆅݼ 2.13 2.42 1.81 1.81

2.58 2.69 2.59 2.44
雇用࢟७（ദᙹ・᩼ദᙹ、
ࠝѮ・᩼ࠝѮ）

1.68 1.87 1.30 1.51

2.04 2.39 1.67 1.67
（大学・公的研究機関の
場ӳỊ）˓஖のஊ໯

0.60 0.75 0.36 0.47

ᡶ学先 2.11 2.36 1.75 1.85 職先の産業分類ݼ 1.98 2.24 1.76 1.68

学部・研究科 1.86 2.30 0.57 1.56
（Ẹのࢸ連絡のểủるợうễ）
電話番号

1.22 1.26 0.50 1.34

ᛢᆉ 1.60 1.86 0.45 1.51
（Ẹのࢸ連絡のểủるợうễ）
メールアドレス

0.98 1.18 0.41 0.83

学科（ኒ）・ݦૌ
（ኒ）

1.37 1.45 0.45 1.47 ˰所 1.09 1.03 0.39 1.35

うち国立大学
【N=42】

うち公立大学
【N=ᵑᵎ】

うち私立大学
【N=15ᵎ】

個別情報

卒業年ࡇ

ᡶែに関Ẵる情報

ᡶ学情報

職情報ݼ

連絡先

大学全体
【N=222】

大学全体
【N=222】

うち国立大学
【N=42】

うち公立大学
【N=ᵑᵎ】

うち私立大学
【N=15ᵎ】

個別情報

氏名

 
 
 
�� 㞠⏝ࡿ࠸࡚ࡋ◊✲ேᮦࡢ᝟ሗ⟶⌮࡚࠸ࡘ࡟ 
༤ኈ課⛬ಟ஢者は、大学・公的研究機機関において研究職にᑵく๭合が高い。このため大学・公的研

究機関にて㞠用されている研究ேᮦに関する情報⟶理のᴫἣをᢕᥱすることは༤ኈேᮦデータ࣋ース

との情報連ᦠに᭷┈であり得る。なお、༤ኈ課⛬ಟ஢ᚋのᑵ職ඛとして高い๭合を༨めている࣏ストド

クターに関する情報⟶理の状ἣは大学ᩍဨ・研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）と異なると考えられる。

このため、これらを二つに分けて情報⟶理のᴫἣをしめしたのがᅗ⾲ 5 である。なお、ᅗ⾲ 3 およࡧᅗ

⾲ 4 と同様のᙧᘧで、本務研究者ᩘにてྛ機関のᅇ⟅にウ࢙イトをつけている。 
ᅗ⾲ 5 を見ると、大学ᩍဨや研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）においては、Ặྡ、性別、ᅜ⡠、生年

᭶日といったプロࣇィール情報およࡧ学Ṕを本部で⥙⨶的に情報ᢕᥱしている。一方、࣏スドクターの

学Ṕに関しては、本部で情報⟶理を行っている機関は౛外的であることが分かる。また、機関本部から

研究分㔝がᢕᥱされている࣏ストドクターの๭合は低く、部門㛗や本務研究者ಶேが⊂自のุ᩿で㞠用

をỴ定し、ヲ⣽情報は機関本部にఏ㐩されないことが一⯡的となっていることがఛえる。 
また、大学本部は大学ᩍဨや研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）に関しても、ᚲずしも連⤡ඛをᢕᥱし

ていない。࣏ストドクターに⮳っては、ᢕᥱしている方が౛外的であることが分かる。༤ኈ課⛬ಟ஢者

がಟ஢┤ᚋにᑵく๭合が高い࣏ストドクターの職においては、大学本部から研究科を⤒⏤せずに連⤡を

とることはᴟめてᅔ㞴であることが分かる。࣏ストドクターに連⤡を行うためには、研究科や部門に対

して本ேに஢ᢎをとった上での情報ᥦ౪を౫㢗するか、ఱらかの方法で༤ኈ課⛬ಟ஢者の連⤡ඛを事๓

にᢕᥱしておくᚲ要がある。 

                                                   
1 大学の本部から「データ࣋ースとしてᢕᥱ㸸ಶே༢఩の情報が一ぴできる状態」をᑜࡡている。このため、大学本部で

は一ぴができずに毎ᅇクエリで࿧ࡧ出す状態、大学本部で⟶理しておらず研究科༢఩で情報ᢕᥱしている場合は、「デー

タ࣋ースとしてᢕᥱしていない」というᅇ⟅になる。 



― 551―

ᅗ⾲ 3 によれ࡯、ࡤとࢇどの大学本部においてẶྡ、性別、ᅜ⡠、生年᭶日といったプロࣇィール情

報およࡧ学⡠␒ྕはデータ࣋ースとしての情報ᢕᥱができている。1 また、大学本部で༤ኈ課⛬学生の

㟁ヰ␒ྕはᢕᥱしている๭合が高い。その一方で、大学本部で機関内およࡧ学生の自ᕫ⏦告による࣓ー

ルアドレスはᢕᥱしている๭合が低い。このため、大学本部から༤ኈ課⛬学生に一ᣓして連⤡を行うこ

とはᅔ㞴である。༤ኈ課⛬学生に࣓ールにて連⤡するためには、少なくとも研究科࡬の↷会がᚲ要とな

ることが分かる。 
ᅗ⾲ 4 は༤ኈ課⛬ಟ஢時の情報ᢕᥱについて、ᅗ⾲ 3 と同様のᙧᘧでᩘ㔞化したものである。ಟ஢時

においてはẶྡに関する情報ᢕᥱがᅗ⾲ 3 のᩘ್よりも低くなっている。大学本部におけるデータ࣋ー

スでのᢕᥱはᅾ⡠者のストック情報に関してのࡳ行っており、༞業者・ಟ஢者のࣇロー情報に関しては

行っていない大学がある⛬ᗘあることが分かる。 
ᅗ⾲ 4 によると、㐍学情報・ᑵ職情報に関しても大学本部におけるデータ࣋ースでの⟶理を行ってい

ないケースが多い。大学は㐍学情報・ᑵ職情報を集計して、学ᰯ基本調査の༞業ᚋの㐍㊰に対するᅇ⟅

を行うが、大学本部での一ඖ化した情報⟶理・データ࣋ース化を行っていないケースが一⯡的であるこ

とが分かる。また、༞業・ಟ஢ᚋに連⤡がとれるような㟁ヰ␒ྕ、࣓ールアドレスは多くの大学本部が

データ࣋ース化していない。大学本部から༞業・ಟ஢した学生に対して連⤡をすることはᅔ㞴であるこ

とが分かる。 
 

ᅗ⾲ 4㸸༤ኈ課⛬学生のಟ஢時の情報ᢕᥱ㸦༤ኈ課⛬学生によるຍ重ᖹᆒ） 
機関区分 機関区分

2.77 2.69 2.67 2.89 職先機関名ᆅݼ 2.13 2.42 1.81 1.81

2.58 2.69 2.59 2.44
雇用࢟७（ദᙹ・᩼ദᙹ、
ࠝѮ・᩼ࠝѮ）

1.68 1.87 1.30 1.51

2.04 2.39 1.67 1.67
（大学・公的研究機関の
場ӳỊ）˓஖のஊ໯

0.60 0.75 0.36 0.47

ᡶ学先 2.11 2.36 1.75 1.85 職先の産業分類ݼ 1.98 2.24 1.76 1.68

学部・研究科 1.86 2.30 0.57 1.56
（Ẹのࢸ連絡のểủるợうễ）
電話番号

1.22 1.26 0.50 1.34

ᛢᆉ 1.60 1.86 0.45 1.51
（Ẹのࢸ連絡のểủるợうễ）
メールアドレス

0.98 1.18 0.41 0.83

学科（ኒ）・ݦૌ
（ኒ）

1.37 1.45 0.45 1.47 ˰所 1.09 1.03 0.39 1.35

うち国立大学
【N=42】

うち公立大学
【N=ᵑᵎ】

うち私立大学
【N=15ᵎ】

個別情報

卒業年ࡇ

ᡶែに関Ẵる情報

ᡶ学情報

職情報ݼ

連絡先

大学全体
【N=222】

大学全体
【N=222】

うち国立大学
【N=42】

うち公立大学
【N=ᵑᵎ】

うち私立大学
【N=15ᵎ】

個別情報

氏名

 
 
 
�� 㞠⏝ࡿ࠸࡚ࡋ◊✲ேᮦࡢ᝟ሗ⟶⌮࡚࠸ࡘ࡟ 
༤ኈ課⛬ಟ஢者は、大学・公的研究機機関において研究職にᑵく๭合が高い。このため大学・公的研

究機関にて㞠用されている研究ேᮦに関する情報⟶理のᴫἣをᢕᥱすることは༤ኈேᮦデータ࣋ース

との情報連ᦠに᭷┈であり得る。なお、༤ኈ課⛬ಟ஢ᚋのᑵ職ඛとして高い๭合を༨めている࣏ストド

クターに関する情報⟶理の状ἣは大学ᩍဨ・研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）と異なると考えられる。

このため、これらを二つに分けて情報⟶理のᴫἣをしめしたのがᅗ⾲ 5 である。なお、ᅗ⾲ 3 およࡧᅗ

⾲ 4 と同様のᙧᘧで、本務研究者ᩘにてྛ機関のᅇ⟅にウ࢙イトをつけている。 
ᅗ⾲ 5 を見ると、大学ᩍဨや研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）においては、Ặྡ、性別、ᅜ⡠、生年

᭶日といったプロࣇィール情報およࡧ学Ṕを本部で⥙⨶的に情報ᢕᥱしている。一方、࣏スドクターの

学Ṕに関しては、本部で情報⟶理を行っている機関は౛外的であることが分かる。また、機関本部から

研究分㔝がᢕᥱされている࣏ストドクターの๭合は低く、部門㛗や本務研究者ಶேが⊂自のุ᩿で㞠用

をỴ定し、ヲ⣽情報は機関本部にఏ㐩されないことが一⯡的となっていることがఛえる。 
また、大学本部は大学ᩍဨや研究者㸦࣏ストドクターを㝖く）に関しても、ᚲずしも連⤡ඛをᢕᥱし

ていない。࣏ストドクターに⮳っては、ᢕᥱしている方が౛外的であることが分かる。༤ኈ課⛬ಟ஢者

がಟ஢┤ᚋにᑵく๭合が高い࣏ストドクターの職においては、大学本部から研究科を⤒⏤せずに連⤡を

とることはᴟめてᅔ㞴であることが分かる。࣏ストドクターに連⤡を行うためには、研究科や部門に対

して本ேに஢ᢎをとった上での情報ᥦ౪を౫㢗するか、ఱらかの方法で༤ኈ課⛬ಟ஢者の連⤡ඛを事๓

にᢕᥱしておくᚲ要がある。 

                                                   
1 大学の本部から「データ࣋ースとしてᢕᥱ㸸ಶே༢఩の情報が一ぴできる状態」をᑜࡡている。このため、大学本部で

は一ぴができずに毎ᅇクエリで࿧ࡧ出す状態、大学本部で⟶理しておらず研究科༢఩で情報ᢕᥱしている場合は、「デー

タ࣋ースとしてᢕᥱしていない」というᅇ⟅になる。 

ᅗ⾲ 5㸸ᅾ⡠している研究ேᮦの情報ᢕᥱ 

機関区分

個別情報

氏名 2.95 3.00 2.89 2.92 2.98 2.39 2.56 2.68 1.74 2.51 2.93 2.50

性別 2.91 2.99 2.77 2.87 2.97 2.22 2.41 2.68 1.44 2.20 2.93 2.39

国籍 2.36 2.89 1.73 2.07 2.53 1.53 2.05 2.56 1.00 1.53 2.31 0.78

生年月日 2.91 2.99 2.74 2.87 2.98 2.08 2.45 2.68 1.65 2.26 2.84 2.28

卒業・修了年 2.65 2.93 2.12 2.51 2.76 1.71 1.72 1.98 0.51 1.55 1.53 1.18

卒業・修了機関名 2.64 2.93 2.13 2.51 2.76 1.63 1.69 1.97 0.48 1.49 1.33 1.18

学位 2.60 2.91 2.35 2.42 2.88 1.80 1.66 1.90 0.64 1.49 1.63 1.14

2.12 2.63 1.77 1.81 2.18 1.24 1.19 1.45 0.24 0.99 1.05 0.49

所属開始年 2.82 2.90 2.72 2.79 2.97 2.01 2.46 2.59 1.68 2.40 2.93 2.06

所属開始月 2.81 2.90 2.71 2.77 2.97 2.01 2.46 2.59 1.68 2.40 2.93 2.06

所属先　（学部・研究
科・グループ）

2.91 2.96 2.85 2.89 2.98 2.36 2.47 2.64 1.70 2.36 2.91 2.22

職名 2.93 3.00 2.87 2.89 2.98 2.37 2.52 2.68 1.64 2.44 2.93 2.50

貴機関以外で所属して
いる機関

1.11 1.23 1.05 1.04 2.43 1.27 0.41 0.31 0.39 0.54 0.67 0.85

2.16 2.11 1.90 2.24 0.18 0.00 0.00 0.58

1.53 2.16 0.69 1.48 2.36 0.70 1.89 2.43 1.50 1.20 2.77 1.56

2.75 2.97 2.43 2.64 2.78 1.78 2.47 2.67 1.38 2.34 2.57 1.97

2.06 2.07 1.72 2.09 2.50 1.17 1.39 1.45 0.50 1.43 2.07 1.45

1.47 1.48 1.10 1.51 1.98 1.05 0.43 0.32 0.22 0.62 1.74 1.25

1.34 1.35 1.15 1.36 2.01 1.15 0.36 0.30 0.19 0.46 1.44 1.47

1.82 1.81 1.75 1.84 1.23 1.38 0.94 0.93 0.65 1.00 1.20 1.61

電話番号 2.09 1.86 2.24 2.24 2.31 1.98 1.05 0.83 0.85 1.37 2.20 2.40

機関内のメールアドレス 2.14 2.14 2.15 2.13 2.30 2.30 1.06 0.95 0.64 1.26 2.36 2.48

機関ドメインの個人の
ウェブサイト

0.73 0.71 0.79 0.74 0.35 0.57 0.18 0.13 0.04 0.27 0.36 0.07

1.26 1.27 0.99 1.30 0.47 0.30 0.25 0.19 0.10 0.36 0.80 0.08

1.66 1.77 1.32 1.62 1.54 0.87 0.57 0.45 0.29 0.78 1.30 1.25

学術論文

論文以外の成果　（知的財産、書籍、
賞等）

獲得した競争的資金

連絡先

所属学会

研究分野（科研費の分野分類等）

職歴

所属情報

貴機関における�担当授業名

雇用財源

機関内の個人ID

科学研究費補助金の研究者番号

うち公立大学
【N=21】

うち私立大学
【N=91】

研究開発法人
【N=25】

国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=18】

プロフィール

学歴

䛆大Ꮫ教ဨ・◊✲⪅（䝫ストドク䝍ーを㝖く）䛇　　　　　　 䛆䝫ストドク䝍ー䛇

大学全体
【N=651】

うち国立大学
【N=86】

うち公立大学
【N=76】

うち私立大学
【N=489】

研究開発法人
【N=26】

国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=188】

大学全体
【N=181】

うち国立大学
【N=69】

 
 
また、ᅗ⾲ 4 の༤ኈ課⛬学生のಟ஢時の情報ᢕᥱと同様に、研究ேᮦに関しても㌿出時の連⤡ඛのᢕ

ᥱ状ἣを調࡭た。機関本部においては、㌿出者のẶྡ、㌿出๓のᡤ属部⨫、㌿出日時といった㌿出時の

情報はᴫࡡᢕᥱしている。その一方で機関の本部では、㌿出ඛ機関、㌿出ᚋの連⤡ඛに関して࡯とࢇど

情報がᢕᥱされていない。研究者が⛣動するᗘに、㌿出ඛの機関では新たに研究者本ேから情報཰集す

るᙧとなっていることがఛえる。研究者の⛣動のᗘに、研究者本ேおよࡧ㌿出ඛの研究機関の事務ᒁに

情報ඹ᭷の労ຊがかかるとともに、機関⤒⏤の調査では同一の研究者を㏣㊧した状ἣᢕᥱが୙可能な状

態となっている。 
 

 ࡚࠼࠿࡟ࡧ⤖ ��
 
日本の大学・公的研究機関においては、学生およࡧ研究ேᮦの情報⟶理・ᢕᥱが未ᩚഛとなっている。

研究機関の機関本部は学生およࡧ研究ேᮦの࣓ールアドレスをᢕᥱしていないケースが多く、本部から

一ᣓした情報ఏ㐩を行うことはᅔ㞴である。また、研究機関の本部では、ᅾ⡠者に関する情報ᢕᥱをあ

る⛬ᗘ行っている一方で、༞業・ಟ஢者およࡧ㌿出者に関しては情報ᢕᥱを行っていない。こうした状

ἣでは、༤ኈ課⛬ಟ஢者をྵࡴ༞業生の㛗ᮇ的なキャリアパス、研究ேᮦの流動ᐇ態をᢕᥱすることが

ᅔ㞴である。 
༞業生の㛗ᮇ的なキャリアパス、研究ேᮦの流動状ἣをᢕᥱし、定㔞分析によるᨻ策Ỵ定の基┙をస

りあࡆるためには、まず༤ኈ課⛬ಟ஢者に ID を௜与し、そのᐇ態をᢕᥱすることが重要である。こう

した目的に合⮴する༤ኈேᮦのデータ࣋ースの᏶ᡂ、大学࡬のᾐ㏱、全ᅜ展㛤がᐇ現するようࡈຓゝ・

 。༠ຊをお㢪いしたいࡈ
 




